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地域福祉のために
13％

ボランティア協力校
市民健康福祉まつりなど

●みなさまからお寄せいただいた募金の、約70%が日田市での活動に使われています。
　約30%は大分県内の活動に活用されています。

桂林読み聞かせボランティアエホント

★地域助成の一部をご紹介★

健康マージャン教室

たくさんのありがとうメッセージが届いています

今年もあたたかいご協力をよろしくお願いいたします

地域助成
5％

小地域で活動している
ボランティア団体など

募金活動費
運動推進費
6％

広報費・募金資材など

歳末たすけあい事業
19％

年末に地区社会福祉協議会が行う
見守り訪問や小学生へ文具配布など

大分県下（広域助成）
大きな災害時のために

20％
・県下の社会福祉施設・団体の整備費など
・災害支援活動のための積立金など

お年寄りのために
30％

配食サービス
高齢者会食交流会
買い物支援など

福祉団体活動支援
7％

民生委員児童委員協議会
身体障害者福祉協議会
老人クラブ連合会など
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令和5年7月豪雨による災害支援のお礼

第27回 市民健康福祉まつり

▼日時：令和5年10月8日（日）　10時〜15時

▼場所：パトリア日田・中央公園
　市民健康福祉まつりは市内の保健・福祉関係者が一堂に会し、「市
民が健やかに生き生きと暮らせるまち“ひた”」の実現を目指して開催
しています。

　このたびの7月豪雨により被災された皆様に、心
からお見舞い申し上げます。
　日田市社会福祉協議会は「日田市緊急災害支援事
業」を実施しました。災害ボランティアネットワー
ク連絡協議会を通して支援ボランティアを募集し、
延べ532名が活動を行いました。
　ボランティアとして活動された皆様に、この場を
お借りして改めてお礼申し上げます。
　今後も被災者に寄り添う支援を続けていきます。

☆☆表彰式典・市民公開講座　他（大ホール）
☆☆作品展（ギャラリー・ガレリア）
☆☆わんぱくひろば（小ホール）
☆☆各種相談・体験コーナー（パトリア各所）
☆☆福祉・健康・環境・模擬店ひろば
　（パトリア日田屋外・中央公園）

　お車でお越しの方はパトリア第1・2
駐車場及び市営駅北第2駐車場をご
利用ください。路上
駐車等はご遠慮くだ
さい。

イベント内容 お願い

↑小野公民館での受付

↑床下に入り込んだ泥は粘土質で重い↑濡れた家財を搬出する様子

資機材や物資についても多くのご協力いただきました。
ご支援、ご協力 ありがとうございました。
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介
護
・
障
が
い
・
保
育
な
ど
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
で
共
通
す
る
課
題
…
「
人
材
不
足
」

皆
さ
ん
の
生
活
基
盤
を
支
え
る
福
祉
職
場
の「
今
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◇「
福
祉
の
し
ご
と
」の
イ
メ
ー
ジ

介
護
・
障
が
い
・
保
育
な
ど
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
現
場
で
共
通
す
る
課
題
に「
人
材
不

足
」が
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の

一
つ
と
し
て「
３
Ｋ（
き
つ
い
・
き
た
な
い
・

き
け
ん
）」職
場
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
浸
透

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、昨
今
の
福
祉
職
場
は
“
カ
イ
ゼ

ン
”
も
進
み
、
働
き
や
す
い
職
場
と
し
て

「
７
Ｋ
」と
言
わ
れ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
キ
ー
ワ

ー
ド
を
象
徴
と
し
、魅
力
あ
ふ
れ
る
職
場
作

り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
福
祉
の
人
材
不
足
で
生
活
は
…

少
子
化
。高
齢
化
の
進
行
は
皆
さ
ん
も
日

頃
の
生
活
か
ら
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

こ
の
国
で
は
、２
０
２
５
年
に
は
３
人
に

１
人
が
65
才
以
上
に
な
る
超
高
齢
化
社
会

を
迎
え
ま
す
。

国
の
推
計
で
は
介
護
分
野
に
必
要
な
人

材
２
５
０
万
人
に
対
し
、37
万
人
以
上
不
足

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
育
分
野
に
お
い
て
も
、人
口
が
都
市
部

に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
り
、既
存
の
施
設
で

は
定
員
超
過
と
な
る
も
新
規
施
設
開
設
に

は
人
材
が
確
保
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。私

た
ち
の
生
活
に
お
い
て
、介
護
や
障
が

い
、
保
育
の
人
材
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
は
も
と
よ
り
、サ
ー
ビ
ス
の

提
供
自
体
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

つ
ま
り
福
祉
職
場
の
人
材
不
足
は
、私
た

ち
の
生
活
そ
の
も
の
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
問
題
な
の
で
す
。

◇
実
は 

魅
力
的
‼
福
祉
の
し
ご
と

介
護
・
障
が
い
、
保
育
に
関
わ
ら
ず
、
福

祉
の
仕
事
に
携
わ
る
人
た
ち
は
、利
用
者
と

の
日
々
の
関
わ
り
の
中
か
ら
、利
用
者
の
自

立
や
変
化
、
そ
し
て
、
自
分
自
身
の
成
長
を

実
感
し
な
が
ら
、や
り
が
い
と
使
命
感
を
持

っ
て
仕
事
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

職
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、福
祉
の
仕
事
を

続
け
る
理
由
に
つ
い
て「
働
き
が
い
が
あ

る
」が
52
・
２
％
に
も
上
り
ま
す
。

（
公
益
財
団
法
人 

介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
調
べ
）

回
答
で
は
、従
来
の「
３
Ｋ
」職
場
の
イ
メ

ー
ジ
と
は
異
な
っ
た
意
見
が
多
く
、実
際
に

現
場
で
は
た
ら
い
て
み
る
と
、「
思
っ
て
い

た
イ
メ
ー
ジ
と
違
っ
た
」「
自
分
に
あ
っ
た

職
場
だ
っ
た
」と
い
っ
た
声
が
出
て
い
ま

す
。

福
祉
の
職
場
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か

～
イ
メ
ー
ジ
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
を
～
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◇
福
祉
職
場
が
目
指
す「
７
Ｋ
」と
は

福
祉
の
し
ご
と
を
通
じ
て
体
験
す
る「
希

望
」「
期
待
」「
感
謝
」「
感
激
」「
感
動
」「
可
能

性
」「
研
究
開
発
」の
こ
と
で
、
福
祉
職
場
の

魅
力
を
発
信
し
よ
う
と
使
わ
れ
て
い
る
言

葉
で
す
。

「
３
Ｋ
」か
ら「
７
Ｋ
」へ
、
福
祉
の
仕
事

の
イ
メ
ー
ジ
転
換
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、福
祉
の
仕
事
は
人
が

人
に
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
対
人
援
助
で
す
。

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
は
、

質
の
高
い
人
材
の
確
保
と
育
成
が
必
要
で

す
。少

し
で
も
多
く
の
方
が
、福
祉
の
仕
事
へ

関
心
を
も
ち
、理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に

福
祉
の
仕
事
の
や
り
が
い
や
魅
力
を
伝
え

続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
福
祉
の
仕
事
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を
す
る

の
だ
ろ
う
」「
興
味
は
あ
る
け
ど
資
格
が
無

く
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
」と
不
安
に
思
う

方
も
多
く
い
ま
す
。

実
際
の
福
祉
の
職
場
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、福
祉
の
職
場
で
活
躍
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、情
報
発
信
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

日田市福祉人材バンクのご紹介
日田市福祉人材バンクは、福祉の仕事に就職を希望する方々と、社会
福祉施設等をつなぐ仕事をしています。
日田市及び玖珠郡（玖珠町・九重町）の社会福祉施設等の求人情報の紹
介、合同面談会の開催、社会福祉関係の仕事に対する疑問や進路相談に
もお応えしています。
求人に関するご相談は、来所・電話等でお気軽にお問合せください。

←先日、パトリア日田で行われた
　「福祉と保育の仕事 就職フェア」
　学生をはじめ、福祉のしごとに興
味をもつ方々の参加をいただきま
した。
　各企業ブースには、多くの写真が
貼られ、実際に現場で働くスタッ
フから職場環境について直接説明
を受けるなど、職場をイメージし
やすい工夫が行われていました。

お問い合わせ：日田市福祉人材バンク　☎0973-24-7026
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「フードバンク」は1960年代にアメリカで始まったとされています。
当初は廃棄食品の有効活用を目的に始まったとのことですが、現在で

は貧困を防ぐ対策の一つとして、活動が浸透しています。
日本では「認定NPO法人 セカンドハーベストジャパン」が2000年

頃より活動をはじめました。この活動は日本中で一気に広がりを見せ、
大分県では2016年に「フードバンクおおいた」が立ち上がり事業が進め
られています。

フードバンク活動が広まる理由の一つに、生活困窮者支援などの社会
福祉的な側面と、食品ロス削減など環境対策の2つの課題にアプローチ
出来るという利点があります。

特に、福祉的観点では「心身の充足感」のメリットを実感します。
人はおなかがすいていると、物事に集中できず、思考力や判断力、体

調面で弊害が出てきます。
苦しいとき、悩んでいるとき、まずはおなかを満たすことが重要です。
フードバンク活動を利用し、おなかを満たすことが出来れば心身の充

足感が得られ、考える気持ちに余裕が生まれます。
この余裕が生活困窮から抜け出す大きな力となっていることを私た

ちは知っています。
皆さんの協力で救われる方がいます。

フードバンク活動の始まりと広がり

日　時 場　所

お問合せ：日田市社会福祉協議会（日田市上城内町1-8）　☎0973-24-7026

賞味・消費期限の近いもの・切れたもの
生鮮食品・冷凍、冷蔵食品・アルコール
野菜・衣類・毛布・布団・雑貨（食器・ハンガー、
など）

お米・玄米・レトルトごはん・パスタ乾麺・素麺・袋麺・缶詰・飲料・
インスタント食品・調味料・食用油・日用品（トイレットペーパー・
ティッシュ・ペーパータオル・ウエットティッシュ）・石鹸・洗剤・
生理用品など

寄付できない食品など

ご寄付いただきたい食品など

上記食品等はお持ちいただいても受取できません。

令和6年1月31日以降の賞味・消費期限のある常温で保存可能なもの

この活動は、ご家庭や企業で余っている食
品等を持ち寄り、それを必要としている
方々にお渡しする活動です。

令和5年11月26日（日）9：00〜12：00 ウェルピア（上城内町1番8号）

もったいないを
ありがとうに

「もったいない」を
「ありがとう」へ

フードバンクひたの
取り組み

フードドライブにフードドライブに
ご協力ください！ご協力ください！

令和5年9月15日　社協だより ひた　第111号6



がまだす「ひたんもん」がまだす「ひたんもん」
医療・福祉 第15回

名　前：松下　收一
職場名：ビハーラ豆田
職　種：主任介護支援専門員
　　　　日田市介護支援専門員協会
　　　　代表幹事

介護の基礎が学べる入門者研修を開催します。
自分のために、誰かのために、まずは“介護”について知ることから始めませんか？
●対　象　介護未経験者で介護の資格を持たない人
●日　時　10月4日（水）・13日（金）・18日（水）・25日（水）
　　　　　（全4日間）1日約6時間
●会　場　特別養護老人ホーム日田園（日田市石井）
●内　容　介護保険制度や介護の基本が学べる「基礎講座（3時間）」と、
　　　　　入浴・食事の介助や認知症、障がいについて学べる「入門講座」
　　　　　（18時間）の全21時間
●受講料　無料（テキスト代も無料）
●定　員　20人（先着順）
●申込み　申込用紙をFAX、郵送などで提出
　　　　　※申込用紙は大分県社会福祉介護研修センター（大分県福祉人材センター）
　　　　　　ホームページからダウンロードできます。
●期　限　9月29日（金）　※ただし、定員に達し次第、締め切らせていただきます。
●問合せ・申込先　〒870-0161 大分市明野東3丁目4番1号（大分県福祉人材センター）
　　　　　　　　　☎097-552-7000　　FAX097-552-7002

①
こ
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
？

　
学
生
時
代
、
将
来
の
仕
事
は
漠

然
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
両
親
の

勧
め
で
福
祉
の
世
界
に
入
り
ま
し

た
。
入
職
時
は
、
ド
ジ
ば
か
り
で

い
つ
も
先
輩
か
ら
叱
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
経
て
平
成
19
年

に
事
業
所
立
ち
上
げ
に
と
も
な
っ

て
日
田
に
来
ま
し
た
が
、
当
時
は

土
地
勘
が
な
い
の
で
地
図
を
持
ち

歩
い
て
い
た
の
が
思
い
出
で
す
。

②
仕
事
の
や
り
が
い
は
？

　
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
、
何

ら
か
の
理
由
で
生
活
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
方
な
ど
の
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
が
、
支
援
す
る
こ
と

で
生
活
が
改
善
し
た
時
で
す
。

　
自
助
、
互
助
、
共
助
を
調
整
し

個
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
支
援
内
容
を

計
画
し
日
常
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
ま
た
、
介
護
者
の
多
く
が

仕
事
、
家
事
の
傍
ら
介
護
を
し
て

い
る
の
で
、
少
し
で
も
介
護
負
担

の
軽
減
に
な
れ
ば
と
思
い
、
家
族

の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。
次
に
、
ケ
ア
マ
ネ
協
会
と
し

て
幹
事
メ
ン
バ
ー
と
共
に
協
会
運

営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
研
修
会

の
立
案
や
災
害
時
ど
の
様
な
ツ
ー

ル
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
か
等
、
事

業
所
の
垣
根
を
超
え
た
活
動
を
し

て
い
る
の
で
横
の
つ
な
が
り
が
広

が
り
仲
間
が
増
え
ま
す
。
ま
た
、

医
療
、
介
護
、
行
政
関
係
者
等
と

一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
も
多
く
日

田
市
の
医
療
介
護
連
携
向
上
を
目

指
し
た
熱
い
思
い
の
方
々
と
出
会

え
、
自
分
自
身
も
刺
激
と
な
り
勉

強
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
？

　
身
体
が
不
自
由
に
な
っ
て
も
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

自
宅
で
可
能
な
限
り
日
常
生
活
が

送
れ
る
様
に
、
培
っ
て
き
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
自
治
会
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
地
域
づ
く
り

に
協
力
し
た
い
で
す
。

令和５年度 大分県介護入門者研修 （要事前申し込み）
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「フードバンク」は1960年代にアメリカで始まったとされています。
当初は廃棄食品の有効活用を目的に始まったとのことですが、現在で

は貧困を防ぐ対策の一つとして、活動が浸透しています。
日本では「認定NPO法人 セカンドハーベストジャパン」が2000年

頃より活動をはじめました。この活動は日本中で一気に広がりを見せ、
大分県では2016年に「フードバンクおおいた」が立ち上がり事業が進め
られています。

フードバンク活動が広まる理由の一つに、生活困窮者支援などの社会
福祉的な側面と、食品ロス削減など環境対策の2つの課題にアプローチ
出来るという利点があります。

特に、福祉的観点では「心身の充足感」のメリットを実感します。
人はおなかがすいていると、物事に集中できず、思考力や判断力、体

調面で弊害が出てきます。
苦しいとき、悩んでいるとき、まずはおなかを満たすことが重要です。
フードバンク活動を利用し、おなかを満たすことが出来れば心身の充

足感が得られ、考える気持ちに余裕が生まれます。
この余裕が生活困窮から抜け出す大きな力となっていることを私た

ちは知っています。
皆さんの協力で救われる方がいます。

フードバンク活動の始まりと広がり

日　時 場　所

お問合せ：日田市社会福祉協議会（日田市上城内町1-8）　☎0973-24-7026

賞味・消費期限の近いもの・切れたもの
生鮮食品・冷凍、冷蔵食品・アルコール
野菜・衣類・毛布・布団・雑貨（食器・ハンガー、
など）

お米・玄米・レトルトごはん・パスタ乾麺・素麺・袋麺・缶詰・飲料・
インスタント食品・調味料・食用油・日用品（トイレットペーパー・
ティッシュ・ペーパータオル・ウエットティッシュ）・石鹸・洗剤・
生理用品など

寄付できない食品など

ご寄付いただきたい食品など

上記食品等はお持ちいただいても受取できません。

令和6年1月31日以降の賞味・消費期限のある常温で保存可能なもの

この活動は、ご家庭や企業で余っている食
品等を持ち寄り、それを必要としている
方々にお渡しする活動です。

令和5年11月26日（日）9：00〜12：00 ウェルピア（上城内町1番8号）

もったいないを
ありがとうに

「もったいない」を
「ありがとう」へ

フードバンクひたの
取り組み

フードドライブにフードドライブに
ご協力ください！ご協力ください！

令和5年9月15日　社協だより ひた　第111号6



掲　　示　　板

▼香典﨤し （令和5年7月1日～ 8月31日 ）
日田本所受付分
●３万円　佐藤　明美　－　 － （－）
● 10万円　中島スガ子　亡夫 正則 （上城内）
●３万円　川述　幸子　亡夫 幸則 （刃連）
●　－　　野口　佐代　亡祖母 一代 （城内新）
●　－　　髙倉　敏寛　亡父 満敏 （港）

▼一般寄付等
●21,450円　森田　寛　　
　　　　　小野チャリティーライブの益金を
　　　　　災害対策準備資金積立へ　（福岡県福岡市）
●13,197円　三河町フリーマーケット
　　　　　災害対策準備資金積立へ （－）

●300,000円　宗教法人真如苑
　　　　　災害対策準備資金積立へ　　　　（大分市）

弁護士による無料相談事業
日　程 時　間 場　　　所

10/4㈬
（受付9/25㈪ 8:30〜）

13：00〜17：00
 定員8名（先着順） 日田市総合保健福祉センター

11/1㈬
（受付10/23㈪ 8:30〜）

13：00〜17：00
 定員8名（先着順） 日田市総合保健福祉センター

※事前に予約が必要です。

ひた生活支援相談センター巡回相談会
日　程 時　間 場　　　所

10/10㈫ 9：30〜11：30 大山総合福祉センター

10/12㈭ 9：30〜11：30 天瀬公民館五馬分館

10/16㈪ 9：30〜11：30 中津江振興局

10/16㈪ 13：00〜15：00 上津江支所

10/19㈭ 9：30〜11：30 前津江支所

11/  9㈭ 9：30〜11：30 小野公民館

11/10㈮ 9：30〜11：30 五和公民館

11/15㈬ 9：30〜11：30 大鶴公民館

11/16㈭ 9：30〜11：30 夜明公民館

11/17㈮ 9：30〜11：30 東有田公民館

無料障害年金相談
日　程 時　間 場　　　所

10/26㈭ 13：30〜16：00 日田市総合保健福祉センター

※事前に予約が必要です。

生活にお困りの方
お気軽にご相談
ください

一緒にお悩みごとに
ついて考えます

ひた生活支援相談センター
相談用LINEアカウントが
できました！

↑QRコードから友達登録をお願いします。
対応時間　平日9：00〜16：00

※返答が遅くなることがあります。ご了承ください。

※秘密は厳守します。
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寄付寄付ののお礼お礼
敬称略

　日田市社会福祉協議会に次の方々からご寄付をいただきました。ご芳情
に対し、厚くお礼申し上げます。
　この浄財は、社会福祉事業を推進するために、有意義に活用させていた
だきます。なお、市社会福祉協議会へのご寄付は、所得税の控除対象となり
ます。
＊ご本人の承諾を得て、金額、氏名等を掲載いたしております。

寄付寄付ののお礼お礼

編集発行／社会福祉法人 日田市社会福祉協議会　TEL�24−7026

環
境
に
や
さ
し
い「
植
物
油
イ
ン
ク
」を
使
用
し
て
い
ま
す
。


